
 
2023 年トルコ・カフラマンマラシュ地震に関する J-RAPID 学校・防災教育プロジェクト 

にて調査とワークショップを実施しました (2024/4/26-29) 

 
テーマ：2023 年カフラマンマラシュ地震、学校教育、防災教育 

会 場：ガジアンテプ県、ハタイ県（トルコ） 

 

 東北大学災害科学国際研究所メンバーを中心とする J-RAPID プロジェクト（※）では、

2024 年 4 月 27 日に、2023 年 2 月に発生したカフラマンマラシュ地震の被災地ガジア

ンテプ市にて、現地の教員を招いてワークショップを行いました。また、4 月 26 日と 29

日には、それぞれガジアンテプ県とハタイ県の国民教育局を訪問し、同県における学校教育

の状況や防災教育に関する最近の状況を調査するとともに、意見交換を行いました。当研究

所からは、福島洋准教授（陸域地震学・火山学研究分野）、齋藤玲助教（認知科学研究分野

兼任）、北村美和子特任研究員（国際研究推進オフィス）が参加しました。 

 ワークショップでは、プロジェクトの紹介、日本での東日本大震災を受けた防災教育の展

開に関する紹介、2023年カフラマンマラシュ地震被災地の学校教員に対するアンケート調

査の結果の紹介をした後、①アンケート結果についての感想や意見の共有、②現行のカリキ

ュラムに加えていくべき防災教育の内容、③これから教員を志す教職課程の大学生に対して

教えるべき防災研修の内容の 3 点について、グループ議論を行いました。 

 県の国民教育局の訪問では、カフラマンマラシュ地震時の学校被害やその後の復旧、地震

を受けた学校防災教育に関するカリキュラムの改訂、公務員に対する防災研修内容の改訂等

に関する最新の状況を聞き、意見交換を行いました。 

 今後、今回の調査やワークショップで得られた知見を用い、トルコにおける震災の教訓を

活かした防災研修プログラムの開発研究や展開の取り組みを行っていく予定です。 

 

※ https://irides.tohoku.ac.jp/media/files/_u/topic/file/20230921_reportc.pdf 

 

文責：福島 洋（陸域地震学・火山学研究分野） 

 

 
 

ワークショップの様子 

（次頁へつづく）  
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ワークショップのポスター 
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